
 

第

回
メ
ー
デ
ー
石
巻
地
方
大
会
は
、

「
支
え
合
い
・
助
け
合
う
社
会
を
つ
く
り
、

く
ら
し
を
ま
も
る
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来

を
め
ざ
し 

力
を
合
わ
せ
、
と
も
に
進
も

う
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
東
日

本
大
震
災
を
語
り
継
な
ぎ
安
心
社
会
へ
の

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
す
べ
て
の
仲
間
と

と
も
に
「
必
ず
そ
ば
に
い
る
存
在
」
へ
」

を
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
、

連
合
宮
城
石
巻
地
域
協
議
会
に
加
盟
す
る

労
働
組
合

団体

か
ら
約
５
６
０
人
が

参
加
し
、
連
合
宮
城
石
巻
地
協
議
長
の
加

藤
実
行
委
員
長
は
「
賃
上
げ
の
動
き
が
物

価
上
昇
に
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現

状
、
今
後
に
つ
い
て
も
粘
り
強
い
交
渉
を

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
そ
う
！
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
恒
例
の
メ
ー
デ
ー
大
抽
選

会
を
実
施
し
、
今
年
は
連
合
宮
城
結
成

周
年
記
念
企
画
と
し
て
目
玉
景
品
を
増
や

し
、
参
加
し
て
頂
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ん

に

周年

を
実
感
し
て
頂
け
る
よ
う
な

抽
選
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
震
災
以
降
実
施
で
き
な
か
っ
た
デ

モ
行
進
を

年
ぶ
り
に
行
い
、
中
瀬
公
園

か
ら
石
巻
駅
前
ま
で
構
成
組
織
そ
れ
ぞ
れ

の
工
夫
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
ア
ピ
ー
ル
ボ

ー
ド
な
ど
を
手
に
デ
モ
行
進
を
行
い
、
社

会
的
に
大
き
い
ア
ピ
ー
ル
が
出
来
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合
員
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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れ ん ご う 
（1） 

  
▽最優秀賞（石巻市長賞）          ▽努力賞                       ▽特別賞  

紙パ連合 日本製紙労働組合石巻支部   ＵＡゼンセン 石巻合板工業労働組合    ＪＡＭ ヤマニシ労働組合 

▽優秀賞（東松島市長賞）           ＪＡＭ ＫＬＳユニオン         私鉄総連 宮城交通労働組合 

電力総連東北電力労働組合       自治労 石巻市職員労働組合                石巻支部 

石巻支部・女川原子力支部 

                                           

                                

      

          

  

              

 

最優秀賞：日本製紙労働組合石巻支部 優秀賞：東北電力労働組合石巻・女川原子力支部 

うらへ続く 



 

 

  

れんごう ISHINOMAKI 2023 年 5 月 （2） 

式典後は東日本大震災以来１３年ぶりにデモ行進を行い 
石巻駅周辺でのアピールにもなりました！！ 

うらへ続く 



 2023 年 5 月 れんごう ISHINOMAKI （3） 

石
巻
労
福
協
・
石
巻
地
協
青
年
女
性
委

員
会
主
催
の
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
イ
ク

ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
４
月
１５
日
（
土
）

石
巻
市
水
産
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て

３６
名
の
参
加
の
も
と
開
催
い
た
し
ま

し
た
。 

今
年
は
将
来
の
保
障
設
計
・
資
産
運
用
・

男
性
の
育
児
休
暇
を
テ
ー
マ
に
学
習
会

を
開
催
し
、
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
は

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
東
北
齊
藤

様
を
講
師
に
迎
え
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
か
ら
始
ま
る
男
性
の
育
児
休
暇

の
推
進
に
つ
い
て
説
明
を
頂
き
、
こ
れ

か
ら
男
性
の
育
児
休
暇
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
、
職
場
の
上
司
（
イ
ク
ボ
ス
）

の
理
解
が
重
要
な
こ
と
を
学
び
、
仕
事

と
家
庭
・
育
児
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
な

が
ら
夫
婦
協
力
し
合
い
育
児
を
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
労
働
福
祉
団
体
よ
り
、
東
北
労
働

金
庫
新
塩
釜
支
店
ア
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ナ

ー
高
橋
様
に
「
資
産
運
用
の
必
要
性
と
」

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
頂
き
、
将
来

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
自
分
な
り
に
見
つ

め
金
利
が
低
い
中
、
投
資
信
託
な
ど
の

資
産
運
用
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
石
巻

支
所
秋
山
支
所
長
に
は
「
保
障
設
計
で

の
家
計
を
見
直
し
」
に
つ
い
て
説
明
を

頂
き
、
物
価
上
昇
に
伴
い
家
計
へ
の
影

響
が
大
き
く
な
り
、
可
処
分
所
得
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
保
険
の
見
直
し
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
今
回
の

参
加
者
は
年
齢
層
も
幅
広
い
中
で
参
加

者
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
感
じ
て
頂
け
、
充
実
し
た
セ
ミ
ナ

ー
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 


